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済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
７
年
３
月
31
日

（
月
）
ま
で
３
年
間
継
続
す
る

こ
と
と
し
た
。

《
割
引
内
容
》

◇
対
象
車
両

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
及
び
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

を
搭
載
し
た
全
車
種
（
軽
自
動

車
等
、
普
通
車
、
中
型
車
、
大

型
車
、
特
大
車
）

　

大
阪
府
道
路
公
社
で
は
、
淀

川
を
渡
り
摂
津
市
と
寝
屋
川
市

を
結
ぶ
「
鳥
飼
仁
和
寺
大
橋
有

料
道
路
」
に
お
い
て
西
日
本
で

初
め
て
事
前
登
録
型
Ｅ
Ｔ
Ｃ

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
の
運
用
を
２
月

27
日
正
午
か
ら
開
始
し
た
。

　

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
提
供
す
る

会
員
登
録
制
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
多
目
的

利
用
サ
ー
ビ
ス
で
、
有
料
道
路

や
駐
車
場
な
ど
高
速
道
路
以
外

の
施
設
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
技
術
を
活
用

し
て
料
金
支
払
い
な
ど
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
運
用
開
始
に

合
わ
せ
て
、
利
用
回
数
に
応
じ

て
割
引
が
受
け
ら
れ
る
「
ま
い

ど
割
」
を
導
入
し
た
。
普
通
車

で
最
大
20
％
、
大
型
車
で
最
大

40
％
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
。

な
お
、
ま
い
ど
割
の
導
入
に
よ

り
、
回
数
券
利
用
を
令
和
５
年

２
月
末
日
に
停
止
す
る
。

　

運
用
開
始
か
ら
１
か
月
が
経

ち
、
利
用
率
も
約
７
％
と
順
調

に
伸
び
て
き
て
い
る
。

　

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
は
高
速
道
路

の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
と
は
異
な
り
、
事
前

に
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
の
会
員
登
録

が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
料
金

所
で
の
「
一
旦
停
止
」
も
必
要

と
な
る
が
、
従
来
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
と

の
勘
違
い
に
よ
る
徐
行
通
過
も

散
見
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
案
内
チ
ラ
シ
の

ほ
か
現
地
で
の
案
内
看
板
や
路

面
標
示
、
登
録
者
へ
の
メ
ー
ル

通
知
等
に
よ
り
一
旦
停
止
等
の

通
行
に
関
す
る
留
意
点
を
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
日
本
道

路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
の
放
送

を
通
じ
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
で
利
用
で

き
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
で
も
、
現

時
点
で
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
で
は
利

用
で
き
な
い
カ
ー
ド
が
あ
る
こ

と
、
利
用
で
き
る
施
設
が
有
料

道
路
と
一
部
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
に
限
ら
れ
て
お
り
、
当
初

想
定
し
て
い
た
駐
車
場
や
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
と
い
っ
た
身
近
な

施
設
に
は
普
及
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題

が
多
く
存
在
す
る
状
況
で
あ
る

た
め
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
向
上
と
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
の

更
な
る
普
及
促
進
に
向
け
て
、

国
を
始
め
関
係
者
が
一
丸
と
な

っ
て
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。

　

戦
後
４
番
目
の
早
さ
で

予
算
が
成
立
し
た
。
道
路

関
係
に
つ
い
て
は
、
約

２
兆
３
，
１
０
０
億
円
の

国
費
が
投
じ
ら
れ
る
。
そ
の
投
資
は
、

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
」
、
「
人

流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠

点
の
整
備
」
な
ど
を
目
的
に
、
道
路
整
備

が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
配
分
を
し

て
い
る
（
２
０
２
２
／
３
／
25　

国
土
交

通
省
発
表
資
料
）
。

　

一
方
で
、
道
路
整
備
を
含
む
公
共
事
業

予
算
に
対
し
て
は
「
地
方
の
道
路
や
整
備

新
幹
線
な
ど
費
用
対
効
果
が
疑
問
視
さ
れ

る
も
の
が
目
立
つ
。
昨
年
度
は
４
兆
円
兆

も
使
い
残
し
た
。
不
要
不
急
の
事
業
を
減

ら
す
余
地
は
十
分
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
、
「
国
土
強
靭
化
や
防
災
・
減
災
の

予
算
を
21
年
度
補
正
予
算
で
大
幅
に
追
加

し
て
お
き
な
が
ら
、
22
年
度
予
算
案
で
も

前
年
度
並
み
の
公
共
事
業
費
を
計
上
す
る

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
（
い
ず
れ
も

２
０
２
１
／
12　

大
手
マ
ス
コ
ミ
社
説
）

と
い
っ
た
批
判
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
あ

ら
た
め
て
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
意
義
、
役
割

を
考
え
て
み
た
い
。

　

一
つ
目
は
地
方
創
生
、
雇

用
創
出
の
役
割
で
あ
る
。
我

が
国
の
喫
緊
の
課
題
は
、
急

激
な
人
口
減
・
高
齢
化
の
進

展
で
あ
る
。
こ
れ
を
克
服
す

る
た
め
政
府
、
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て

東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
な
集
中
を
是
正

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
住
み
良
い
環
境

の
確
保
し
な
が
ら
、
特
に
東
京
圏
と
同
じ

よ
う
に
「
働
け
る
こ
と
」
が
移
住
（
又
は

定
住
）
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら

（
２
０
２
１
／
４
～
５
内
閣
府
調
査
）
、

自
治
体
は
工
場
や
本
社
機
能
の
移
転
を
含

む
企
業
誘
致
の
た
め
様
々
な
取
組
を
進
め

て
い
る
。
高
速
道
路
沿
線
は
、
企
業
の
側

か
ら
見
れ
ば
物
流
の
効
率
性
を
高
め
る
こ

と
か
ら
立
地
し
や
す
い
。
高
速
道
路
の
供

用
を
活
か
す
こ
と
で
き
れ
ば
新
た
な
雇
用

を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
各
自

治
体
は
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
土
地
利
用
計
画
を
定
め
、
道
路

の
開
通
時
期
を
見
通
し
て
土
地
の
造
成
、

関
連
道
路
の
整
備
を
行
い
、
上
下
水
道
を

含
む
必
要
な
社
会
基
盤
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
す
で
に
雇
用
創
出
効
果
は
広
く
共

有
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
最
近
の
例
を

あ
げ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
に
東
北
中
央
自

動
車
道
が
開
通
し
た
山
形
県
は
年
間
20

件
の
立
地
が
あ
り
２
０
０
０
年
以
降
で

初
め
て
東
北
６
県
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た

（
２
０
２
１
／
３
／
31
東
北
経
済
産
業
局　

発
表
資
料
ほ
か
）
。
道
路
に
は
こ
う
し
た

役
割
が
あ
り
、
計
画
的
に
進
め
い
く
こ

と
、
自
治
体
は
こ
れ
を
活
か
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
企
業
の
生
産
性
向

上
に
資
す
る
役
割
で
あ
る
。
一

部
の
製
造
業
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か

ら
国
内
回
帰
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
理

由
は
海
外
と
の
コ
ス
ト
差
の
縮
小
、
自
由

貿
易
協
定
の
進
展
に
よ
る
輸
出
関
税
の
撤

廃
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
や
世
界
情
勢

の
不
確
実
性
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
リ
ス
ク
が
認
識
さ

れ
、
こ
う
し
た
動
き
は
加
速
し
て
い
る
。

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
人
、
モ
ノ
の

移
動
を
円
滑
に
し
、
企
業
の
生
産
活
動
の

効
率
性
や
生
産
性
の
向
上
に
直
結
す
る
。

こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
れ
ば
、
企

業
の
投
資
を
支
援
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
着
実
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
「
社
会
基
盤
は
、
生
活
を
支

え
、
経
済
戦
略
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

企
業
の
競
争
力
に
影
響
し
、
ま
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
成
功
に
導
く
糸
で
あ
る
」
（
英
国
元

首
相
）
。
企
業
の
意
向
を
踏
ま
え
た
必
要

な
公
共
投
資
は
、
企
業
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、
結
果
的
に
我
が
国
の
競
争
力
も
高

ま
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
地
方
創
生
や
経
済
成

長
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
て
行
く
。
こ

れ
を
積
み
上
げ
て
行
け
ば
、
や
が
て
批
判

も
な
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
を
活
か
す
取
り
組
み

【工事通行止め】
◇米子自動車道　蒜山IC～米子IC
　５月９日（月）～５月18日（水）　各日20：00～翌６：00
◇東九州自動車道　末吉財部IC～国分IC
　５月９日（月）～６月3日（金）　各日21：00～翌６：00
◇南九州自動車道　市来IC～鹿児島西IC
　６月13日（月）～６月25日（土）　各日21：00～翌６：00
【リニューアル工事】
◇中央自動車道　諏訪IC～諏訪南IC
　５月1６日（月）６：00～７月15日（金）22：00
◇中国自動車道
　落合JCT～北房JCT、北房IC～新見IC、東城IC～庄原IC、三次IC～高田IC
　　４月11日～11月下旬
　高田IC～千代田JCT
　　５月９日～11月下旬
　戸河内IC～吉和IC
　　４月11日～11月下旬
　吉和IC～六日市IC
　　４月20日～11月下旬
　山口JCT～美祢東JCT
　　５月９日～８月上旬、８月中旬～11月下旬

鳥
飼
仁
和
寺
大
橋
有
料
道
路
で

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
」
運
用
開
始

事業区間名 延長 事業費 都道府県

道東自動車道 トマムIC～十勝清水IC 約5.9km 280億円 北海道

常磐自動車道 広野IC～ならはSIC 約5.6km 310億円 福島県

東海北陸自動車道 福光IC～南砺SIC 約4.6km 80億円 富山県

舞鶴若狭自動車道 小浜西IC～小浜IC 約7.6km 610億円 福井県

米子自動車道 溝口IC～米子IC 約4.8km 170億円 鳥取県

浜田自動車道 大朝IC～ 旭IC 約11.2km 750億円
島根県 

広島県

東九州自動車道 津久見IC～佐伯IC 約3.3km 370億円 大分県

合計 約43km 2,570億円

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
４
年

３
月
30
日
に
、
暫
定
２
車
線
区

間
の
４
車
線
化
事
業
に
つ
い

て
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第

３
条
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大

臣
よ
り
高
速
道
路
会
社
へ
事
業

許
可
を
行
っ
た
。

高速道路会社へ
事業許可

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
通
行
料
金
８
０
０
円
を
３
年
間
継
続
へ

　

国
土
交
通
省
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
る
飲
食
店
等
を
支
援
す

る
た
め
の
緊
急
措
置
と
し
て
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
や
テ
ラ
ス
営
業
な

ど
の
た
め
の
道
路
占
用
許
可
基

準
の
緩
和
措
置
を
行
っ
た
。
そ

の
緩
和
措
置
の
占
用
期
間
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

で
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
令

和
４
年
９
月
30
日
ま
で
再
延
長

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
も
同
様
に
取
り
組
む
よ
う

要
請
し
た
と
し
て
い
る
。

道
路
占
用
許
可
基
準
の
緩
和
措
置
を

令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
再
延
長

　

改
正
後
の
道
路
法
に
よ
り
、

寸
法
、
重
量
等
に
係
る
一
定
の

限
度
を
超
え
る
車
両
（
限
度
超

過
車
両
）
を
通
行
さ
せ
よ
う
と

す
る
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
国
の

登
録
を
受
け
た
車
両
に
つ
い

て
、
通
行
が
可
能
な
経
路
を
オ

《１．運用開始日時》
　令和４年４月１日（金）９時から

《２．特殊車両の通行確認システムURL》
　https://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/

　（ただし、システムメンテナンスに伴う時間帯は利用不可）

《３．申請や操作方法に関する問い合わせ先》
　(一財）道路新産業開発機構　特車登録センター

　TEL：0120-1６1-948

　（年末年始・土日祝を除く平日9：00～17：30）

　Mail：hido-tks-info@tks.hido.or.jp

　URL：https://www.tks.hido.or.jp

限度超過車両の
新たな通行確認制度の運用開始

ン
ラ
イ
ン
で
即
時
に
確
認
し
、

通
行
で
き
る
制
度
が
新
た
に
創

設
さ
れ
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
こ
の
限
度

超
過
車
両
の
新
た
な
通
行
確
認

制
度
（
特
殊
車
両
通
行
確
認
制

度
）
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。

◇
対
象
道
路

　

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
浮
島

Ｉ
Ｃ
～
木
更
津
金
田
Ｉ
Ｃ

◇
割
引
継
続
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で

※
国
土
交
通
省
、
千
葉
県
の
予

算
の
状
況
等
に
よ
っ
て
、
見
直

す
場
合
が
あ
る
。

《
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
通
行
料
金

８
０
０
円
の
効
果
》

◇
経
済
効
果

　

首
都
圏
全
体
に
お
け
る
、
観

光
消
費
や
企
業
の
設
備
投
資
な

ど
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
（
千

葉
県
に
お
い
て
試
算
）
は
約

１
，
１
５
５
億
円
。

◇
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
交
通
量

　

料
金
引
下
げ
後
、
交
通
量
は

約
２
・
１
倍
に
増
加
。

◇
観
光
の
振
興

　

県
内
施
設
の
観
光
入
込
数
が

増
加
（
鋸
山
約
１
・
２
倍
、
東

京
ド
イ
ツ
村
約
２
・
０
倍
）

　

国
土
交
通
省
並
び
に
千
葉

県
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
、

令
和
４
年
３
月
31
日
が
期
限
と

な
っ
て
い
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
を
対
象

と
し
た
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

の
通
行
料
金
の
割
引
（
普
通
車

８
０
０
円
な
ど
）
に
つ
い
て
、

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有

効
活
用
や
首
都
圏
に
お
け
る
交

流
・
連
携
の
強
化
等
の
地
域
経

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
、
Ｊ
Ｂ
本
四
高
速
お
よ

び
宮
城
県
道
路
公
社
で
は
、

国
土
交
通
省
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、
令
和
４
年
度
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
お
盆
お
よ
び

年
末
年
始
に
お
い
て
は
、
休
日

割
引
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し

た
。

ゴールデンウイーク・
お盆・年末年始は
休日割引の適用なし

目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
４
月

２
日
（
土
）
よ
り
、
土
日
・
祝

日
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
三
社
お
よ
び

宮
城
県
道
路
公
社
が
管
理
す
る

高
速
道
路
を
利
用
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ

二
輪
車
を
対
象
に
、
料
金
を
定

率
で
割
り
引
く
「
二
輪
車
定
率

割
引
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
割
引
は
、
利
用
前
ま
で

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
、
当
日
の
天

候
な
ど
を
踏
ま
え
、
走
行
直
前

で
も
申
し
込
み
が
で
き
る
。

《
割
引
対
象
日
》

　

令
和
４
年
４
月
２
日
（
土
）

～
11
月
27
日
（
日
）
の
土
曜

日
、
日
曜
日
、
祝
日
の
う
ち
、

利
用
前
ま
で
に
申
し
込
み
し
た

日※
北
海
道
内
は
令
和
４
年
４

月
２
日
（
土
）
～
10
月
30
日

（
日
）
の
期
間
で
実
施
す
る
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
申
込

受
付
を
一
時
停
止
す
る
場
合
が

あ
る
。

《
対
象
車
両
》

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
信
に
よ
り
対

象
道
路
を
走
行
す
る
二
輪
車

《
対
象
道
路
》

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
三
社
お
よ
び
宮

城
県
道
路
公
社
が
管
理
す
る
高

速
道
路
（
一
部
を
除

く
）

※
割
引
対
象
外
と
な

る
道
路
は
以
下
の
と

お
り
。

　

第
三
京
浜
道
路
、

横
浜
新
道
、
横
浜
横

須
賀
道
路
、
第
二
阪

奈
道
路
、
第
二
神
明

道
路
、
関
門
ト
ン
ネ

ル
、
沖
縄
道
、
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
。

た
だ
し
、
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
は
、
二

輪
車
定
率
割
引
の
適

用
は
な
い
が
、
走
行

距
離
の
判
定
に
は
含

む
。

《
割
引
内
容
》

　

対
象
道
路
内
の
走

行
の
う
ち
、
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
相
互
間
の
１
回
の
走
行
距

離
が
１
０
０
㎞
を
超
え
る
走
行

を
対
象
に
37
・
５
％
割
引

　

利
用
区
間
の
割
引
適
否
、
対

象
距
離
、
割
引
後
料
金
等
の
詳

細
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

「
距
離
・
料
金
検
索
サ
イ
ト
」

で
確
認
で
き
る
。

《
申
込
方
法
》

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
「
速
旅

（
は
や
た
び
）
」
に
会
員
登
録

し
て
、
そ
の
後
、
利
用
日
を
申

し
込
む
。

土日・祝日に高速道路を利用する
ETC二輪車を対象とした
「二輪車定率割引」

NEXCO西日本「距離・料金検索サイト」　https://search.w-nexco.co.jp/touring-search/
NEXCO中日本「速旅」　https://hayatabi.c-nexco.co.jp/

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
中
日

本
、
西
日
本
（
以
下
、
「
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
三
社
」
）
お
よ
び
宮
城

県
道
路
公
社
は
、
二
輪
車
の
利

用
促
進
や
地
域
の
活
性
化
等
を

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


